
 

 

 

 

 寒いからといっておうちの窓を閉め切っていませんか？ 長い時間換気をしない室内はウイルスや二酸化炭素、

ほこりで汚れてしまいます。寒くてもこまめに換気を行い、空気の入れ替えを心がけましょう。 

こども園では、ご家庭の協力もあり、１月は心配していた感染症の流行はなく過ごすことができました。２月も体調

管理に気を付けて過ごしましょう。 
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やけど 

やけどをした時は、できるだけ早く冷や

すことが大切です。冷やす時は流水が最

も適しています。やけどをした部分が赤

いだけなら、しばらく冷やして様子を見

ましょう。 

水ほうが破れて痛い時は、食品用ラップ

で傷を覆い、その上から冷やすとよいで

しょう。 

水ほうができたり、水ほうが破れて傷に

なった時は、痛みがある程度落ち着くま

で冷やして、すぐに受診しましょう。 

この季節は、暖房機器や加湿器などやけどの危険

があるものが身の回りにあります。お子さんの手が

届くところに、危ないものはないか。機器のコード

を引っぱることで転落してくる位置にないか確認

しましょう。 

インフルエンザワクチン
接種について 

 1 月に入り名古屋市内の園でインフル

エンザの感染者が急増しています。 

近年、コロナ禍の影響かインフルエン

ザの感染率が、全国的に低い状況が続い

ていました。今年は、急激に感染者が増加

しています。 

ところが、今年度のこども園の園児ワ

クチン接種割合が、55％で例年より接種

率が低い状況です。 

近年の状況から、小児はインフルエン

ザに対する免疫ができておらず、さらに

急性脳症や重症化のリスクが高くなりま

す。ワクチン接種がまだお済ではないお

子さんは、接種の検討をお願いします。 


